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参考1





愛知県豊⽥市
 愛知県豊田市では、「新・豊田市100年の森づくり構想」において、人工林は公益的機
能が十分に発揮できる森づくり取り組むとともに、特に林業経営に適さない人工林は針
広混交林・天然林化を進める等のゾーニングを実施。森林整備計画にも反映。

2

自治体公表資料を元に事務局において作成

豊田市 2021. 『豊田市森林整備計画書』
豊田市 2018. 『新・豊田市100年の森づくり構想』による



静岡県静岡市
 静岡市では、森林・林業基本計画に掲げる多面的機能の区分に準じてゾーニングを実施。
この中で、「特に針広混交林化を推進すべき森林」等を別に定め、静岡県の独自税制
（森林づくり県民税）に基づく事業を実施する際の基準としている。

3

自治体公表資料を元に事務局において作成

静岡市 2020. 『静岡市森林整備計画書』による







ガイドラインにおけるゾーニングの活⽤について

 各論①における「対象とすべき森林」の指標・考えとともに、特例措置の活用を
行う際の対外的な説明の材料の一つとして、市町村森林整備計画に基づくゾーニ
ングを活用することは有効。

 ゾーニングについては、例として以下のような方法が考えられる。
a.市町村森林整備計画に定めることとされている「公益的機能別施業森林」を
ベースとしてゾーニングを実施する方法
b.「公益的機能別施業森林」の設定状況を踏まえつつ、市町村独自のゾーニング
を実施する方法

 ゾーニングに応じた施業の方法が定められている市町村森林整備計画を活用する
ことで、対外的に説明を行う際の理由付けが可能。

※林野庁ＨＰより
「公益的機能別施業森林」とは、森林の有する公益的機能の別に応じて、当該森林の伐期の間隔の拡大及び伐採面積
の規模の縮小その他の当該森林の有する公益的機能の維持増進を特に図るための森林施業を推進すべき森林で、次の
ようなものがあります。

• 水源の涵養の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林
• 土地に関する災害の防止及び土壌の保全の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林
• 快適な環境の形成の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林
• 保健文化機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林
• その他市町村が独自に定める公益的機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林




